主日礼拝説教要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014年４月27日　　「神の愛の招待状」
ローマEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びと),人)への手紙　第1章1節から７節
　今日から「ローマ人への手紙」から神様の語りかけを聴き続けて行きます。神の言葉である聖書の一つの書を、毎週の礼拝で取り上げ、説教として語る。それをわたしたちは、神の言葉である聖書を語る説教も神の言葉であると信じて、神からの言葉として聴きます。神は生きて働かれるお方です。言葉を語りかけてくださるお方です。十字架で死なれ三日目に復活された主イエス・キリストも、陰府(よみ)に降られ、そこで宣教をされ、よみがえられ、その言葉と奇跡と、十字架と復活を通じてわたしたちに語りかけてくださっています。また神の霊である聖霊は命を与え、知恵をあたえ、光を与えて導いて下さいます。
「ローマ人への手紙」という聖書の「みことばの戸が開くと、光が差し込み」ます。
　最初に差し込んでくる光は、あなたもわたしも、神から愛され選ばれ、召されているという、「神からの愛の招待」の光です。この招待状は、先週のアメリカの大統領を歓迎する宮中晩餐会の招待状とは比べられない永遠の価値があります。わたしたちの人生に深く影響し、途中で挫折したり弱気になっても、この手にしている招待状が希望を与え、命をあたえ、泉のように力を与え続けます。
この手紙をパウロは、あなたがたも私も、神様から愛され選らばれ、招かれていると書き出すのです。そんな招待状を受ける資格は自分にはないと断ろうとしても、もうすでに絶対に変わらない選びの中に選ばれ、召されていると言うのです。
ローマにある教会の人々がどのように信仰に導かれたかは、詳しくは分かりません。でもこの手紙の前に「使徒行伝」があり、ルカによる福音書を書いた医者のルカが記しているのですが、その中でパウロはどうして主イエス・キリストを信じるようになったについて、3回も語っています。ルカにしてみると、パウロは一生涯、自分のような者が主イエス・キリストと出会えたのは、驚くべき神の恵みであったと、喜び感謝していることを伝えたかったのです。ですから神を語るときに、パウロは自分が神から選ばれ召されていることを語らないわけにはいかなかったのです。
自分は神の福音のために、主イエスを迫害する者であるのに、選び出され、この福音を伝える使命に召された。ローマにいるあなたがたも、神に愛され、ローマと言う町で、キリストを信じる者として生きる使命に召された。そしてあなたがたも私も、神の手の中に召され招かれ、神の手の中で生きる者とされている。私は神に仕える使徒で、あなたがたは神の聖徒。でも同じ福音によって、ユダヤ人であろうと、異邦人であろうと、主イエス・キリストのものとされている。一緒に喜ぼう。そうパウロは書き出し、祝福します。
「神および主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。」
ディボーションノート　１７
	　４月２８日(月曜)　創世記　第２４章
　アブラハムは老年になり、自分の子、イサクの妻を探すために、信頼できる年長のしもべを使いに出しました。そして、自分の生まれ故郷からイサクの妻を捜してくるようにと命じたのです。そして、このしもべは探すのにあたり「主人アブラハムの神、主よ。」と祈り、その結果、アブラハムの言ったとおりにイサクの妻を捜して帰ってきました。祈りをささげるとき、その祈りを必ず聞いてくださり、かなえてくださる主がいらっしゃるのです。その主に信頼していくときに、主は必ず最善の道を準備してくださるのです。


	４月２９日(火曜)　創世記　第２５章　キッズブラウン英会話教室
　アブラハムは175歳で天寿を全うし自分の民に加えられました。そして、その息子イサクと妻リベカとの間にはエサウとヤコブという双子が生まれます。イサクはエサウを愛し、リベカはヤコブを愛しました。その様な中で、エサウはレンズ豆の煮物とひきかえに長子の特権を売ったのです。主からの特別な祝福を受けるべき長子の特権を売ってしまったエサウ。一時の欲求に負けて神様から離れるのは簡単な事です。しかし、主の祝福を軽蔑した結果は、たとえそのときには分からなくても、後に明確に現れてくるのです。


	４月３０日(水曜)　創世記　第２６章　
　主は様々な問題の中でもイサクを守り、祝福されました。その祝福の中でイサクは大きな財産を得ることができましたが、今度はその事がペリシテ人のねたみをかうことになってしまいます。しかし、イサクがその中においても、主の祝福を求めていくことを選び取った時、主はイサクに現れて、もう一度イサクの祝福を宣言されたのです。主を信じて従うものに、主は豊かな祝福を与えてくださいます。その中にさまざまな困難があったとしても、主は必ず約束を果たし、祝福してくださる方なのです。


	５月１日(木曜)　創世記　第２７章　午前・午後の祈り会
　リベカがヤコブをそそのかし、イサクをだまして長子の祝福を受けさせた結果、エサウはヤコブに対して殺意を持つようになります。そのことを知ったリベカは、妻をめとらさせるという理由でヤコブを逃がしました。現状だけ見れば、長子の祝福を受けたはずのヤコブの人生は、悪い方へと向かっているように見えます。しかし、主の壮大な計画は私たちには理解することはできません。主の祝福の計画は一歩ずつ確実に進んでいるのです。


	５月２日(金曜)　創世記　第２８章　キッズブラウン英会話教室
　ヤコブがカランに向かっている途中、石を枕にして眠っていると、天からはしごが地に向けて立てられているのを目にします。そのはしごを神の使いたちが上ったり下ったりしている中で、「わたしはあなたの父アブラハムの神、イサクの神、主である。あなたが伏している地を、あなたと子孫とに与えよう。」と、主はヤコブに約束してくださったのです。ヤコブはその約束をもって、主が必要なものを全て与えてくださり、これからの歩みを必ず守ってくださると信じて、賜るものの十分の一を必ずささげると約束したのです。


	５月３日(土曜)　創世記　第２９章
　ヤコブがラケルを妻にもらう条件としての約束の、7年が過ぎました。しかし、先にラバンが与えたのは姉のレアでした。そして、ヤコブはもう7年間ラバンに仕えることとなります。2人の妻を持ったヤコブは、片方の妻のレアを嫌いましたが、主はそのレアをあわれみ、レアの胎を開いて多くの子ども与えたのです。主は弱いものに目をとめてくださる方です。今の自分を見れば自分の弱さばかりに目がむいてしまいます。しかし、その弱さをも用いてくださる主に目を向けましょう。



